
福島県

茨城県茨城県
栃木県栃木県

群馬県群馬県

新潟県新潟県

山形県山形県

宮城県宮城県

岩手県岩手県

秋田県秋田県

青森県青森県

東京都東京都

南相馬南相馬

いわきいわき

福島福島

郡山郡山

白河白河

会津若松会津若松

二本松市

本宮市

郡山市
小野町

川内村

田村市

葛尾村

三春町

石川町

鮫川村

玉川村

平田村

古殿町

いわき市

浅川町

塙町

矢祭町

川俣町

浪江町

飯舘村
南相馬市

相馬市

伊達市

福島市

国見町桑折町
新地町

双葉町

大熊町

飯飯
坂坂
線線

福島松川PA
福島松川スマートＩＣ
（ETC専用）

福島松川PA
福島松川スマートＩＣ
（ETC専用）

福島松川PA
福島松川スマートＩＣ
（ETC専用）

三春PA三春PA三春PA

阿武隈高原SA阿武隈高原SA阿武隈高原SA
田村スマートＩＣ
（ETC専用）

田村スマートＩＣ
（ETC専用）

田村スマートＩＣ
（ETC専用）

ならはPA
ならはスマートＩＣ
（ETC専用）

ならはPA
ならはスマートＩＣ
（ETC専用）

ならはPA
ならはスマートＩＣ
（ETC専用）

南相馬
鹿島SA
南相馬鹿島
スマートＩＣ
（ETC専用）

南相馬
鹿島SA
南相馬鹿島
スマートＩＣ
（ETC専用）

南相馬
鹿島SA
南相馬鹿島
スマートＩＣ
（ETC専用）

福島西ＩＣ福島西ＩＣ福島西ＩＣ

伊達中央ＩＣ伊達中央ＩＣ伊達中央ＩＣ

伊達桑折ＩＣ伊達桑折ＩＣ伊達桑折ＩＣ

霊山ＩＣ霊山ＩＣ霊山ＩＣ

相馬
ＩＣ
相馬
ＩＣ
相馬
ＩＣ

南相馬ＩＣ南相馬ＩＣ南相馬ＩＣ

浪江ＩＣ浪江ＩＣ浪江ＩＣ

常磐双葉ＩＣ常磐双葉ＩＣ常磐双葉ＩＣ

常磐富岡ＩＣ常磐富岡ＩＣ常磐富岡ＩＣ

広野ＩＣ広野ＩＣ広野ＩＣ

いわき湯本ＩＣいわき湯本ＩＣいわき湯本ＩＣ

いわき泉ＩＣいわき泉ＩＣいわき泉ＩＣ

いわき
添野ＩＣ
いわき
添野ＩＣ
いわき
添野ＩＣ

いわき小名浜ＩＣいわき小名浜ＩＣいわき小名浜ＩＣ

湯ノ岳PA湯ノ岳PA湯ノ岳PA
いわきJCTいわきJCTいわきJCT

四倉PA四倉PA四倉PA

差塩PA差塩PA差塩PA

いわき
四倉ＩＣ
いわき
四倉ＩＣ
いわき
四倉ＩＣ

いわき
勿来ＩＣ
いわき
勿来ＩＣ
いわき
勿来ＩＣ

大熊ＩＣ大熊ＩＣ大熊ＩＣ

霊山飯舘ＩＣ霊山飯舘ＩＣ霊山飯舘ＩＣ

相馬玉野ＩＣ相馬玉野ＩＣ相馬玉野ＩＣ

国見SA国見SA国見SA

新地ＩＣ新地ＩＣ新地ＩＣ

二本松ＩＣ二本松ＩＣ二本松ＩＣ

船引
三春ＩＣ
船引
三春ＩＣ
船引
三春ＩＣ

福島
飯坂ＩＣ
福島
飯坂ＩＣ
福島
飯坂ＩＣ

玉川ＩＣ玉川ＩＣ玉川ＩＣ 平田西ＩＣ平田西ＩＣ平田西ＩＣ

平田ＩＣ平田ＩＣ平田ＩＣ

滝根ＩＣ滝根ＩＣ滝根ＩＣ

郡山
東ＩＣ
郡山
東ＩＣ
郡山
東ＩＣ

福島
空港ＩＣ
福島
空港ＩＣ
福島
空港ＩＣ

石川
母畑ＩＣ
石川
母畑ＩＣ
石川
母畑ＩＣ

いわき
中央ＩＣ
いわき
中央ＩＣ
いわき
中央ＩＣ

いわき
三和ＩＣ
いわき
三和ＩＣ
いわき
三和ＩＣ

ICICIC

小
野
小
野
小
野

ICICIC

国
見
国
見
国
見

ICICIC

相
馬
山
上

相
馬
山
上

相
馬
山
上

JCTJCTJCT

桑
折
桑
折
桑
折

金谷川駅金谷川駅金谷川駅

松川駅松川駅松川駅

安達駅安達駅安達駅

五百川駅五百川駅五百川駅

三春駅三春駅三春駅

要田駅要田駅要田駅

船引駅船引駅船引駅

磐城常葉駅磐城常葉駅磐城常葉駅

野木沢駅野木沢駅野木沢駅

磐城石川駅磐城石川駅磐城石川駅

里白石駅里白石駅里白石駅

磐城浅川駅磐城浅川駅磐城浅川駅

磐城石井駅磐城石井駅磐城石井駅

南石井駅南石井駅南石井駅

東館駅東館駅東館駅

矢祭山駅矢祭山駅矢祭山駅

中豊駅中豊駅中豊駅

近津駅近津駅近津駅

磐城
塙駅
磐城
塙駅
磐城
塙駅

磐城守山駅磐城守山駅磐城守山駅

谷田川駅谷田川駅谷田川駅

小野新町駅小野新町駅小野新町駅

夏井駅夏井駅夏井駅

川前駅川前駅川前駅

小川郷駅小川郷駅小川郷駅

赤井駅赤井駅赤井駅
草野駅草野駅草野駅

内郷駅内郷駅内郷駅

湯本駅湯本駅湯本駅

植田駅植田駅植田駅

勿来駅勿来駅勿来駅

泉駅泉駅泉駅

四ツ倉駅四ツ倉駅四ツ倉駅

久ノ浜駅久ノ浜駅久ノ浜駅

末続駅末続駅末続駅

広野駅広野駅広野駅

Jヴィレッジ駅Jヴィレッジ駅Jヴィレッジ駅

木戸駅木戸駅木戸駅

竜田駅竜田駅竜田駅

富岡駅富岡駅富岡駅

大野駅大野駅大野駅

双葉駅双葉駅双葉駅

浪江駅浪江駅浪江駅

小高駅小高駅小高駅

桃内駅桃内駅桃内駅

磐城太田駅磐城太田駅磐城太田駅

原ノ町駅原ノ町駅原ノ町駅

鹿島駅鹿島駅鹿島駅

日立木駅日立木駅日立木駅

相馬駅相馬駅相馬駅

新地駅新地駅新地駅

駒ヶ嶺駅駒ヶ嶺駅駒ヶ嶺駅

夜ノ森駅夜ノ森駅夜ノ森駅

いわき駅いわき駅いわき駅

江田駅江田駅江田駅

小塩江駅小塩江駅小塩江駅

川東駅川東駅川東駅

舞木駅舞木駅舞木駅

神俣駅神俣駅神俣駅

菅谷駅菅谷駅菅谷駅

大越駅大越駅大越駅

二
本
松
駅

二
本
松
駅

二
本
松
駅

南福島駅南福島駅南福島駅

東福島駅東福島駅東福島駅

保原駅保原駅保原駅

藤田駅藤田駅藤田駅

貝田駅貝田駅貝田駅

梁
川
駅

梁
川
駅

梁
川
駅

桑折駅桑折駅桑折駅

飯
坂
温
泉
駅

飯
坂
温
泉
駅

飯
坂
温
泉
駅

伊
達
駅

伊
達
駅

伊
達
駅

線線

線線

線線

ああ
ぶぶ
くくまま

高高
原原
道道

道道

小小
名名浜浜道道路路

車車
動動
自自
越越
磐磐

磐磐
常常

路路

郡郡
水水

線線 新新
北北本本
東東北北

東東

東東
北北

行行
急急
隈隈
武武
阿阿

自自
動動
車車
道道

自自

線線

磐磐

磐磐

常常

常常
動動
車車
道道

自自央央
中中
北北
東東

動動車車道道

線線
東東
越越
磐磐

幹幹

福島駅

郡山駅

福島空港

仙台空港

349

4
115

115

459

399

288

349

114

6

6

6

6

6

289

118

富岡町

楢葉町

広野町

至槻木

289

349

349

349

49

49

399

49

399

114

399

113

6

288 288

茨城県

宮城県

至仙台
至仙台空港IC

至仙台

至水戸・上野

Shinchi Town

Kunimi TownKoori Town

Kawamata Town

Soma City

Minamisoma City

Namie Town

Miharu Town

Ono Town

Okuma Town

Tomioka Town

Naraha Town

Hirono Town

Furudono Town

Asakawa Town

Hanawa Town

Yamatsuri Town

Ishikawa Town

Futaba Town

Tamura City

Koriyama City

Motomiya City

Nihonmatsu City

Fukushima City

Miyagi Prefecture

Ibaraki Prefecture

Date City

Iwaki City

Iitate Village

Katsurao Village

Kawauchi Village

Hirata Village

Tamakawa Village

Samegawa Village

ACCESS

自動車 東北中央自動車道経由
常磐自動車道利用　　　約1時間20分

自動車
電　車

磐越自動車道利用　　　約1時間15分
磐越東線で　　　　　　約1時間35分

自動車
電　車

磐越自動車道利用　　　約2時間45分
常磐線利用（特急ひたち）約2時間20分

自動車
電　車

常磐自動車道利用　　　約1時間20分
常磐線利用（特急ひたち）約1時間20分

福　島 南相馬（原ノ町駅）

郡　山 いわき

東　京 いわき

仙　台 南相馬（原ノ町駅）

（福島ロボットテストフィールド研究棟内）

Soma Liquefied Natural Gas Base

新地エネルギーセンター

新地アーバンデザインセンター

釣師防災緑地公園

相馬LNG基地

福島天然ガス発電所

福島県水産資源研究所

浜の駅松川浦

道の駅そうま

セデッテかしま

万葉の里風力発電所

福島県農業総合センター

道の駅南相馬

いいたて村の道の駅
までい館

浜地域農業再生研究センター

南相馬市産業創造センター

小高交流センター

道の駅なみえ
震災遺構浪江町立請戸小学校

福島県復興祈念公園

双葉町産業交流センター

JAEA大熊分析・研究センター

中間貯蔵事業情報センター
※●のCREVAおおくま内に入居　41

JAEA廃炉環境国際共同研究センター

東京電力廃炉資料館

東京電力福島第二原子力発電所

楢葉町甘藷貯蔵施設

広野IGCCパワー合同会社

ワンダーファーム

道の駅よつくら港

いわき震災伝承みらい館

福島県水産海洋研究センター

勿来IGCCパワー合同会社

トロピカルフルーツ
ミュージアム

Jヴィレッジ

笑ふるタウンならは

東京電力福島第一原子力発電所

福島高度集成材製造センター

福島水素エネルギー研究フィールド

福島県環境創造センター 環境放射線センター

福島県ハイテクプラザ 南相馬技術支援センター

あすびと福島

そうまIHIグリーンエネルギーセンター

Shinchi Energy Center

Tsurushi Disaster Prevention Green Space Park

Shinchi Urban Design Center

Fukushima Natural Gas Power Plant

Fukushima Prefectural Research Institute 
of Fisheries Resources

Soma IHI Green Energy Center

Hamanoeki Matsukawaura

Michinoeki Soma

（FLAM）

葛尾村スマート
コミュニティ関連施設

かつらお胡蝶蘭合同会社

CREVAおおくま

大笹農場

葛尾村大笹酪農施設

葛尾村肥育素牛生産施設（大笹農場）

葛尾村肥育素牛生産施設（上野川第二農場）

葛尾村肥育素牛生産施設（上野川第一農場）

㈱HANERU葛尾 バナメイエビ陸上養殖施設

復興交流館あぜりあ

大熊インキュベーションセンター
ネクサスファームおおくま

おおくまーと

とみおかアーカイブ・ミュージアム

とみおかワーキングベース
リプルンふくしま

楢葉町カントリーエレベーター

JAEA楢葉遠隔技術開発センター

道の駅ならは

さくらモールとみおか
ふたば医療センター附属病院

KiMiDoRi

かわうちワイン

遠藤きのこ園

テラス石森

道の駅かわまた

とんやの郷

田村バイオマス発電所
田村市サツマイモ

貯蔵施設

ホップガーデン
ブルワリー

A-Plus（ファーム＆ファクトリー田村）

福島いこいの村なみえ

（FH2R）
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Sedette Kashima

Manyo-no-sato Wind Farm

Asubito Fukushima

Fukushima Prefectural Hama Agricultural
Regeneration Research Center

Fukushima CEC Environmental Radiation
Monitoring Center 

Minamisoma Incubation Center

Industrial Technology Institute, Fukushima 
Prefectural Government ‒ Minamisoma Technical 
Support Center

Odaka Koryu Center

Fukushima Hydrogen Energy Research Field

Fukushima Advanced Manufacturing
Center For Laminated Timber

Michinoeki Namie

Ukedo Elementary School Earthquake Remains

Fukushima March 11 Memorial Park

大規模酪農施設33

Futaba Business Incubation and Community Center

TEPCO Fukushima Daiichi Nuclear Power Station

JAEA Okuma Analysis and Research Center

Interim Storage Facility Information Center

JAEA ANALYSiS LAB.
※●のCREVAおおくま内に入居　4145

JAEA Collaborative Laboratories for Advanced 
Decommissioning Science（CLADS）

TEPCO Fukushima Daini Nuclear Power Station

Emifuru-town NARAHA（Compact Town）

NARAHA sweet potato storage facility

楢葉町特産品開発センター73 NARAHA specialty products development center

TEPCO Decommissioning Archive Center

J-VILLAGE

Hirono IGCC Power G.K. / 
Nakoso IGCC Power G.K.

Tropical Fruits Museum

Michinoeki Yotsukurakou

WONDER FARM

Iwaki 3.11 Memorial and Revitalization Museum

NARAHA country elevator

JAEA Naraha Center for Remote Control
Technology Development

Michinoeki Naraha

Nexus Farm Okuma

Commercial Facility Okumart

KAWAUCHI WINERY

ENDO KINOKOEN

The Historical Archive Museum of TOMIOKA

FUTABA Medical Center

TOMIOKA Working Base

Reprun Fukushima

Sakura Mall TOMIOKA

Katsurao smart grid Facility

Katsurao Phalaenopsis Orchid
Limited Liability Company

Okuma Incubation Center

Industrial Communal Facility CREVA Okuma

MEMEGURU FUTABA
MEMEGURU FUTABA（めめぐる ふたば）

クマSUNテラス
Commercial Facility KUMA SUN TERRACE 40

Fukushima ikoi-no-mura Namie

Oozasa Farm Co., Ltd.

Michinoeki Minamisoma

野馬追通り銘醸館
Nomaoidori Meijokan

みらい農業学校 19Mirai Agricultural School

Michinoeki Iitate
Madeikan

Michinoeki Kawamata

いいたてまでいな再エネ発電所 いいたてまでいな再エネ発電所 22 Iitate-madeina Renewable Energy Power Plant

ながどろひろばながどろひろば 23

24

Nagadoro Hiroba

飯舘みらい発電所飯舘みらい発電所
Iitate Mirai Power Station

Tonyanosato

Katsurao village fattening Beef Production Facility
"Oozasa Farm"

Katsurao village Oozasa Dairy Facility

Katsurao exchange base for revitalization “Azalea”

Haneru Katsurao Co., Ltd.

Katsurao village fattened Beef Production Facility
"Kaminogawa Farm1"

Katsurao village fattened Beef Production Facility
"Kaminogawa Farm2"

KIMIDORI

Fukushima Prefectural Fisheries and
Marine Science Research Center

道の駅いわき・ら・ら・ミュウ85 Michinoeki Iwaki-La-La-Mew

Nakoso IGCC Power G.K.

Tamura Biomass Power PlantSweet Potato Storage Facility

Hop Garden Brewery

A-Plus(Farm&Factory TAMURA)

Terrace Ishimori

20

66

南相馬市と浪江町の
両拠点間約13kmを飛行

あらゆる災害環境、
老朽化を再現

福島ロボット
テストフィールド
（浪江滑走路）

インフラ点検・
災害対応エリア
＜試験用プラント＞

国内最大の
飛行空域を備える

＜緩衝ネット付飛行場＞
無人航空機エリア

ダム、河川、水没市街地、
港湾等を再現

<水没市街地フィールド>
水中･水上ロボットエリア

F-REI（エフレイ）は、福島をはじめ東北の復興を実現するための夢や希望となることを目指し、2023年4月に国が設立した特殊法人で
す。福島の優位性を発揮できる5つの研究分野において、福島や世界の課題解決に向けた研究開発等に取り組んでいます。そして、研究
成果を広く波及させ、日本の科学技術力や産業競争力の強化をリードし、経済成長や国民生活の向上に貢献する、世界に冠たる「創造的
復興の中核拠点」を目指しています。現在、2030年度までの全面開所を目指し、浪江駅西側で施設整備が進んでいます。

陸・海・空のフィールドロボットに対応する4つのエリアからなる、世界に類を見
ない一大開発実証拠点。南相馬市復興工業団地内の東西約1,000m、南北
500m、東京ドーム約10個分の広大な敷地を有します。また、浪江町棚塩産業
団地内に長距離飛行試験のため滑走路を設けています。この施設を中核とし
て、浜通り地域等へのロボット産業の集積を図ります。

福島ロボットテストフィールド/福島ロボットテストフィールド 浪江滑走路

世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」を目指す

世界に類を見ない一大開発実証拠点

各拠点の情報は裏面をご覧ください

Fukushima Robot Test Field Fukushima Robot Test Field - Namie Airstrip

福島国際研究教育機構（F-REI）
Fukushima Institute for Research, Education and Innovation

福島県が経験した地震・津波及び原子力災害という未曽有の複合災害の経験と教訓を後世に継承し、国内外に
発信する施設です。被災地で収集した資料を保存し、展示するとともに、語り部の講話や、双葉町と浪江町沿岸
部の被災地を巡るフィールドワークなどの研修プログラムを提供しています。さらに防災や復興に関する研究
活動にも力を入れています。

被災経験を伝える語り部講話。1日4回
実施している

事故直後の東京電力福島第一原発の模型
（右下）など、震災と原子力災害を伝える展示

津波で被災した郵便ポスト

ガイドの説明を聞きながら被災地を巡
るフィールドワーク

複合災害の記録と教訓を将来へ引き継ぐ

東日本大震災･原子力災害伝承館
The Great East Japan Earthquake and Nuclear Disaster Memorial Museum

東京電力福島第一原子力発電所の
事故により避難指示等の対象と
なった12市町村への移住・定住を促
進するため、2021年7月1日に福島
県が設置しました。広域連携や12市
町村による移住施策の支援等を目
的として、様々な事業を実施してい
ます。

12市町村への移住･定住を促進

ふくしま12市町村移住支援センター
Fukushima 12 municipalities Relocation Support Center

移住体験ツアー

移住相談

ポータルサイト 「未来ワークふくしま」

移住セミナー

要
予約 0240-23-4402［受付時間］9：00～17：00
メールでの予約：densyoukan-yoyaku@fipo.or.jp

要
予約 0244-25-2476フィールド施設使用を予定・

検討している方の下見 メールでの予約：robot3@fipo.or.jp

［受付時間］
9：00～17：00

要
予約 0244-26-3431一般の方の

見学についてメールでの予約：robot.info@fipo.or.jp

［受付時間］
9：00～17：00

問合せ 0800-800-3305［受付時間］8：30～17：00
メールでの相談：ijyu-shien@fipo.or.jp

各市町村相談窓口の詳細は裏面へ

5つの研究分野

ロボット エネルギー農林水産業

　　放射線科学・
　創薬医療、

放射線の産業利用

原子力災害に
関するデータや
知見の集積・発信 日建設計・日本設計・パシフィックコンサルタンツ設計共同体提供 

※整備イメージであり今後の設計で変更となる可能性がある

F-REIの研究施設イメージ

WEBサイト

WEBサイト

WEBサイト

WEBサイト
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美しい自然と豊かな風土に恵まれ、古くから
「絹の里」と呼ばれてきた川俣。その始まり
は遠く平安時代とされています。

阿武隈高原の豊かな自然環境に恵まれた田
村市は「地球の息吹」が感じられる場所「あ
ぶくま鍾乳洞」が有名です。

川俣町

田村市

■あぶくま洞 ■大鏑矢ふれあい公園

浜通り地域等15市町村の見どころ

■コスキン・エン・ハポン ■秋山の駒ザクラ

新地町と宮城県丸森町の境に位置する鹿狼山は
日本一早い山開き、四季を通して里山歩きが楽し
め、鹿狼山元旦登山では、初日の出が絶景です。

相馬市は、太平洋に面した自然豊かな街です。国指定重要
無形民俗文化財の「相馬野馬追」で知られる城下町。農業や
漁業が盛んなほか、工業団地や港湾も整備されています。

新地町

■山頂からの初日の出

相馬市

■松川浦の文字島 ■松川浦大橋

■鹿狼山

毎年5月末に開催される相馬野馬追。豪華
絢爛で勇壮な戦国絵巻を体感することがで
きます。

福島市内から車で約1時間。飯舘村は、阿武
隈山系北部の標高400mの高原に開けた美
しい自然に囲まれた村です。

南相馬市

■南相馬市博物館

飯舘村

■いいたて村の道の駅 までい館 ■はやま湖

■甲冑競馬

請戸漁港では、ヒラメやしらす、ホッキ貝など海の
幸が水揚げされています。また、350年以上の歴
史を持つ伝統的工芸品「大堀相馬焼」が有名です。

双葉町ダルマ市は、江戸時代からの長い歴史をもつ新
春の恒例行事です。双葉ダルマの販売をはじめ、恒例
の子供樽神輿や巨大ダルマ引きなどが催されます。

浪江町

■大堀相馬焼

双葉町

■双葉町ダルマ市 ■駅西住宅

■請戸漁港

福島の水30選にも選ばれているいわなの生息地
「千翁川」。気候は年間を通じて比較的に温暖で、
北関東地方とほとんど同じ太平洋側気候です。

富岡町の誇りとして親しまれる夜の森桜並木は、樹
齢100年以上のソメイヨシノが全長2.2キロの道に
並んでいます。4月にはさくら祭りも開催されます。

川内村

■千翁川

富岡町

■夜の森桜のトンネル ■富岡町総合スポーツセンター

首都圏からのアクセスの良さと海、山、川が
程よい距離にあるため、一日で周遊できる
利便性が魅力です。

温暖な気候で、「東北に春を告げる町」として知られてい
ます。豊かな自然と生活環境が魅力です。近年では気候
を活かしたみかん栽培にも注目が集まっています。

楢葉町

■天神岬スポーツ公園

広野町

■五社山 ■みかんの丘

大川原地区を中心に復興拠点の整備が進められています。
「linkる大熊」は復興を目的につくられた交流施設で約20
アールのひまわり畑は夏の人気スポットとなっています。

阿武隈高原にある葛尾村は風力発電に適した土地で、巨大な
風車が織りなす圧巻の景色は、自然の雄大さとクリーンエネ
ルギーの力強い鼓動を肌で感じることができるスポットです。

大熊町

■ linkる大熊

葛尾村

■葛尾風力

■大熊町立学び舎ゆめの森

製造業を中心とした工業都市として発展するほか、温泉や
レジャー施設には観光客が訪れています。震災後は小名浜
道路などが整備され市民の生活と経済を支えています。

いわき市

■小名浜港■スパリゾートハワイアンズ■みんなの交流館 ならはCANvas■かわうち草野心平記念館

■葛尾村復興交流館あぜりあ

福島イノベーション・
コースト構想
「 福島イノベーション・
　　　　　コースト構想 」とは

浜通り地域等の産業基盤を構築する国家プロジェクト

福島イノベーション・コースト構想とは、東日本大震災及
び原子力災害によって失われた浜通り地域等の産業を
回復するために、新たな産業基盤の構築を目指す国家
プロジェクトです。「廃炉」「ロボット・ドローン」「エネル
ギー・環境・リサイクル」「農林水産業」「医療関連」「航空
宇宙」の各分野の具体化を進めるとともに、その実現に
向けた「産業集積」や「人材育成」「交流人口の拡大」「情
報発信」など多岐にわたる環境整備に取り組んでいます。

拠点マップ

福島イノベーション･
コースト構想に関する
詳しい情報は
https://www.fipo.or.jp

拠点マップデジタル版は
こちらから

公式WEBサイト

Googleマップ



Instagram Hama Tech
ChannelFacebook

公益財団法人
福島イノベーション・コースト構想推進機構
〒960-8043 福島県福島市中町1-19 中町ビル6階
TEL.024-581-6893  FAX.024-581-6898

【 発　行 】
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いわきエリア
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●新地町　 ●相馬市 
●南相馬市 ●飯舘村

●浪江町 ●双葉町
●大熊町 ●葛尾村
●川内村 ●富岡町
●楢葉町 ●広野町

●いわき市
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●川俣町

浜通り地域等15市町村

福島イノベ構想拠点と

復興関連施設

浜通り地域等15市町村に広がる

2026年3月発行
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01 新地エネルギーセンター C-1

新地駅周辺へ熱電供給を行う施設です。相馬
LNG基地の天然ガスをコジェネレーションシス
テム、太陽光発電と合わせて、環境負荷の少な
い熱と電気を供給しています。

02 新地アーバンデザインセンター　 C-1

東京大学大学院新領域創成科学研究科・国立
環境研究所・新地町が協働で運営しています。
公・民・学の組織がノウハウを出し合って、まち
の未来づくりを推進しています。

03 釣師防災緑地公園　 C-1

新地町の海沿いに広がる「減災」・「交流促進」・
「震災アーカイブ」機能をテーマに子供から大人
まで楽しめる防災緑地公園です。子供たちに人
気の個性的な遊具や国内最大級のパンプトラッ
クが設置されており、バーベキューやキャンプ
も楽しめます。

04 相馬LNG基地　 C-1

国内最大級の23万㎘地上式LNGタンクを２基
擁し、海外で調達したLNGの受入と貯蔵、LNG
を気化したガスのパイプラインへの送出、液体
のままでのLNG出荷、LNG内航船による他の
拠点へのLNG輸送へ対応しています。

05 福島天然ガス発電所　 C-1

世界最高クラスの発電効率を誇る、LNG気化ガ
スを燃料とした火力発電所です。ガスタービン
と蒸気タービンを組み合わせた発電設備「ガス
タービンコンバインドサイクル（GTCC）方式」
を採用しており、59万kWの出力を有する発電
設備２基で構成されています。

06 福島県水産資源研究所　 C-1

福島県の沿岸漁業再生に向け、水産種苗生産・
供給及び沿岸魚類資源研究を行う拠点施設で
す。ヒラメやアワビ等の栽培漁業の推進や、カレ
イ類の資源管理の高度化といった新たな試験
研究に取り組んでいます。

07 そうまIHIグリーンエネルギーセンター C-1

相馬市と㈱IHIが開設した施設です。太陽光発電、
蓄電池、水電解による水素製造装置、燃料電池な
どの発電設備を整備し、水素社会実現に向け、太
陽・水・大気による循環型社会を目指して様々な実
証実験を行っています。また、オープンイノベー
ションの場として、先駆的技術の研究を行う研究機
関や企業とのオープンイノベーションの場として
情報提供を行う「そうまラボ」が併設されています。

08 浜の駅松川浦　 C-1

津波で壊れた海産物直売所の後継施設として
オープンした復興市民市場です。処理水放出に
よる風評払拭のため、相馬沖で獲れた新鮮な

「常磐もの」を始めとする地元物産の販売コー
ナーと、地元食材を安価で提供する食堂を設け
ています。

09 道の駅そうま　 C-1

体験実習館や物産販売施設などが併設された
道の駅です。市内で収穫された農産物や特産品
を取り揃えております。相馬藩第34代相馬行胤
氏が営む牧場の牛乳とヨーグルトで作ったオリ
ジナルソフトクリームが人気です。

10 セデッテかしま C-2

常磐自動車道 南相馬鹿島サービスエリアに隣
接する施設です。一般道からも利用でき、食事
や買い物が楽しめます。コミュニティ広場や
ボールトランポリンなどの休憩施設があり、ま
た、様々な地域情報の発信を行っています。

11 万葉の里風力発電所 C-2

南相馬サステナジー（地元企業をはじめとする
共同出資会社）が建設した風力発電所です。合
計出力は４基で9.4MWです。

12 あすびと福島 C-2

小中学生向け再生可能エネルギー体験学習や
企業向け研修など、各世代に合わせたプログラ
ム等を企画・運営しています。

13 福島県農業総合センター　浜地域農業再生研究センター C-2

原子力災害により避難指示区域等になった12
市町村の営農再開・農業再生に向けた実証研究
や技術支援を行う拠点施設です。放射性物質の
動態等の調査、除染後農地の地力向上、鳥獣害
対策、作物の実証栽培など、幅広い研究を実施
しています。

14 福島県環境創造センター　環境放射線センター C-2

原子力発電所周辺のモニタリングや安全対策
を実施する施設です。浜地域農業再生研究セン
ター及び南相馬オフサイトセンターが隣接して
います。

15 福島県ハイテクプラザ　南相馬技術支援センター C-2

福島ロボットテストフィールド研究棟内にありま
す。ものづくり企業の技術力向上や新産業・新
分野への参入支援を中心に活動しています。

16 南相馬市産業創造センター C-2

貸事務所・貸工場棟の施設提供のほか、入居者
の支援や、入居者と地元事業者等の交流など、
ハードとソフトの両方から支援を行う施設です。
新たな事業に取り組む方の活動しやすい場の
提供と、新たな産業の発展を目指します。

17 道の駅南相馬 C-2

関東大震災の第一報を世界に伝えた原町無線
塔の跡地に立つ道の駅です。食堂・売店・休憩施
設があり、季節を通して家族で楽しむことがで
きる高見公園が隣接しています。

18 小高交流センター C-2

小高区の復興拠点施設です。地元出身者が営
むテナントのほか、屋内遊び場や子育てサロン
などを自由に利用することができます。

19 みらい農業学校 C-2

旧幼稚園をリノベーションしてできた農業交流
施設で実施する、１年間全日制の農業学校です。
雇用就農に必要な技術や学びを習得できるカ
リキュラムで、福島浜通りの農業のみらいを担
える人材を育成します。

20 野馬追通り銘醸館 C-2

まちの駅として登録し、地域の情報提供をして
います。施設内ではお食事処や民芸品の販売
のほか、相馬野馬追の紹介や甲冑の展示があり、
甲冑の着付け体験（要予約）も出来ます。

21 いいたて村の道の駅　までい館 B-2

村の復興拠点施設です。杉材をふんだんに使用
した温かみのある空間で、地元の物産購入や食
事・休憩ができます。子どもたちの遊び場である

「ふかや風の子広場」やドッグラン「わんこの庭
のびのび」などの施設が併設されています。

22 いいたてまでいな再エネ発電所 A-2

いいたてまでいな再エネ発電所は、太陽光発電
と風力発電を効率よく組み合わせて発電する
国内初の「クロス発電所」です。発電出力は
10MWで太陽光、風力の発電を連系し、バラン
スのよい発電を可能にしています。

23 ながどろひろば B-2

「ながどろひろば」は、長泥地区で実施されてい
る環境再生事業の経緯や概要、さらに福島県内
の除染で発生した除去土壌の復興再生利用や
最終処分について情報発信する施設です。

24 飯舘みらい発電所 B-2

原発事故の影響で利活用が停滞していた飯舘
村の木材をはじめ福島県内の間伐材やバーク

（樹皮）を使用してバイオマス発電を行い、地域
の里山再生、県内の森林再生に貢献します。公
募で選ばれた飯舘バイオパートナーズ株式会
社が事業主体で、発電出力は7.5MWです。

25 道の駅かわまた A-2

川俣町の特産品である絹製品や川俣シャモな
ど、様々な物産を販売する道の駅です。川俣
シャモ料理が楽しめるレストランなどがありま
す。

26 とんやの郷 A-2

山木屋地区の復興拠点商業施設です。日用品
などの小売店や食堂、行政サービスコーナー、
多目的ホールを備えています。

27 福島水素エネルギー研究フィールド（FH2R） C-3

浪江町の棚塩産業団地にある世界有数の水素
製造拠点です。18万㎡の敷地内に設置された
20MWの太陽光発電の電力を用いて、世界最
大級となる10MWの水素製造装置で水電解を
行い、毎時1,200N㎥（定格運転時）の水素を製
造し、貯蔵・供給します。

28 福島高度集成材製造センター（FLAM） C-3

県産木材需要拡大及び林業再生を目的に、大
断面集成材を中心とした高度な集成材を製造
する施設です。

29 道の駅なみえ C-3

2024年８月にサッカー日本代表専属シェフとして知
られる西芳照さんを「総料理長」にお迎えしました。
シェフ監修のメニューや海鮮丼、「なみえ焼そば」など
浪江のグルメを堪能できます。また、浪江町産の新
鮮野菜や海産物など多彩な商品の販売、鈴木酒造店
の酒蔵見学や大堀相馬焼の陶芸体験なども楽しめま
す。全国初となるポケモンでいっぱいの「ラッキー公
園 in なみえまち」は子どもから大人まで大人気です。

30 福島国際研究教育機構（F-REI） C-3

F-REI（エフレイ）は、福島をはじめ東北の復興を
実現するための夢や希望となることを目指し、
2023年４月に設立しました。福島や世界の課題
解決に向けた研究開発等に取り組んでいます。
＜右図：施設イメージ図＞
日建設計・日本設計・パシフィックコンサルタンツ設計共同体提供
※整備イメージであり今後の設計で変更となる可能性がある

31 福島いこいの村なみえ C-3

震災により一時休業しましたが、木造の仮設住
宅を移設・再利用した宿泊棟を整備し、平成30
年６月に再開。水素エネルギーを活用した大浴場

「水素の湯」やセルフロウリュサウナが楽しめる
施設となっています。

32 震災遺構浪江町立請戸小学校 C-3

東日本大震災及び原発事故により甚大な被害
を受けた請戸小学校を震災遺構として一般公
開しています。災害の脅威や教訓を学び、後世
へ伝える施設です。

33 大規模酪農施設 C-3

浪江町が畜産業再生と耕畜連携を図るために
整備する、シャインコースト株式会社が運営を行
う、搾乳牛が約1,300頭規模の施設です。ロー
タリー型搾乳ロボットによる24時間の自動搾乳
やスクリュー型撹拌機による良質な堆肥、バイ
オガスプラントによる液肥を生産しています。

34 福島県復興祈念公園 C-3

東日本大震災による被災者への追悼と鎮魂、震
災の記憶と教訓の後世への伝承、国内外に向け
た復興に対する強い意志の発信を目的に整備
が進められている公園です。公園内には国が

「国営追悼・祈念施設」を設置します。

35 双葉町産業交流センター C-3

双葉町の復興を牽引する中野地区復興産業拠
点の中核施設です。東日本大震災・原子力災害
伝承館や福島県復興祈念公園に隣接していま
す。飲食店や土産物店などが営業し、双葉町な
らではの魅力を味わえます。双葉駅からシャト
ルバスを運行しています。

36 MEMEGURU FUTABA（めめぐる ふたば） C-3

双葉町の駅東地区には復興事業により商業施
設の整備が行われ、震災後初のスーパーである
イオン双葉店が営業中。また、国道６号線近くに
は飲食店が３店舗入居する商業施設が整備さ
れたことで、町の復興が進み賑わいを取り戻し
つつあります。

37 東京電力福島第一原子力発電所 C-3

東日本大震災の津波により電源を喪失し、放射
性物質を放出しました。現在は様々な対策によ
り周辺環境への影響は大幅に低減され、廃炉作
業が進められています。

38 JAEA大熊分析・研究センター C-3

ここでは、原発事故で発生した燃料デブリや放
射性廃棄物の分析等を行います。このうち中低
線量の廃棄物とALPS処理水を対象とする放射
性物質分析・研究施設第１棟は運用中、燃料デ
ブリ等を対象とする第２棟は建設中です。

39 中間貯蔵事業情報センター C-3

中間貯蔵事業の進捗や規模感を視覚的に伝え
る展示等により、中間貯蔵事業、除去土壌等の
復興再生利用及び県外最終処分をはじめとする
福島の復興・環境再生の取組を発信しています。

40 クマSUNテラス C-3

2025年３月、JR大野駅の西口に商業施設が
オープン。コンビニエンスストアや物販店、飲食
店が入居し、賑わいと交流を創出します。

41 CREVAおおくま C-3

2024年12月、JR大野駅の西口に産業交流施
設がオープン。大熊町を事業の拠点とされたい
方のためのオフィスであると同時に、一般向け
に開かれた多目的スペースでもあります。

42 大熊インキュベーションセンター C-3

今後、大熊町から羽ばたいていく企業や研究・
開発の卵を支援・育成する施設です。貸事務所
やシェアオフィスに加えて、どなたでも利用可
能な交流スペースや会議室などを備えていま
す。

43 ネクサスファームおおくま C-3

イチゴの養液栽培を行う100%大熊町出資の
株式会社です。誰でも働ける農業を目指して、
作業者の負担を減らし、生産性を向上させる作
業工程を追及するとともに、放射性物質全量検
査を経た安全・安心なイチゴを出荷しています。

44 おおくまーと C-4

大川原復興拠点には、商業施設「おおくまーと」
をはじめ、交流施設「linkる大熊」、宿泊温浴施設

「ほっと大熊」があり、住民の交流の場となって
います。

45 JAEA ANALYSiS LAB. C-3

「ANALYSiS LAB.（アナリシスラボ）」は、“分析”
の世界を楽しく体験できる情報発信スペースで
す。身近なものを調べる仕組みを学べるコー
ナーや、㊳大熊分析・研究センターを大型スク
リーンの映像で巡るバーチャルツアーなど、５つ
のエリアで発見と驚きを楽しめます。子どもか
ら大人まで、科学の面白さを体感できるスポッ
トです。

46 葛尾村肥育素牛生産施設（上野川第一農場） A-3

47 　　　　　〃　　　　　（上野川第二農場） A-3

48 　　　　　〃　　　　　（大笹農場） B-3

葛尾村が整備し、㊻上野川第一農場は株式会社牛
屋が、㊼上野川第二農場は有限会社ヨシダアグリ
ファームが、㊽大笹農場は株式会社真畜産が、それ
ぞれ運営している施設です。繁殖牛舎、分娩牛舎、育
成牛舎、飼料資材庫、堆肥舎、管理棟各１棟で繁殖牛
180頭規模の施設です。堆肥舎ではスクリュー式攪
拌機で水分調整し良質な堆肥を生産しています。

49 葛尾村大笹酪農施設 B-3

葛尾村が整備し、株式会社佐久間牧場が運営し
ている施設です。ＶＭＳ搾乳牛舎、パーラー兼乾
乳牛舎、育成牛舎、哺育牛舎、飼料庫、オガ粉保
管庫、堆肥舎各１棟で搾乳牛200頭規模の施設
です。ロボット搾乳機４台により24時間搾乳で
きます。スクリュー式攪拌機、スクープ式攪拌機
により水分調整し良質な堆肥を生産しています。

50 大笹農場 B-3

全６棟の養鶏場で年間約53万羽のブロイラー
を生産しています。エサやり・水やりから室内温
度まですべてコンピューター管理で自動化して
おり、飼育中はほとんど人手がかからない仕組
みになっています。

51 ㈱HANERU葛尾　バナメイエビ陸上養殖施設 B-3

HANERU葛尾では、海のない山村で、人工海水
によるバナメイエビの陸上養殖を行っておりま
す。葛尾村にはエビがある、エビを食べに葛尾
村に行こう！と思っていただける観光拠点にして
いきます。

52 復興交流館あぜりあ B-3

葛尾村復興のシンボル的施設です。村民の交流
活動を支援し、休憩や村内の情報収集のために
気軽に立ち寄ることができます。物産販売コー
ナーも併設しています。

53 葛尾村スマートコミュニティ関連施設 B-3

葛尾創生電力㈱では、再生可能エネルギーの
地産地消、防災力向上のため、約1,200kWの
太陽光発電設備と3,000kWhの大型蓄電池を
活用し、村内中心部に建設したマイクログリッド

（自営線網）から住宅や店舗等へ電力を供給、村
内のデマンド交通にも活用されています。視察
の申し込みも受け付けています。

54 かつらお胡蝶蘭合同会社 B-3

雇用創出・地域活性化を目的に、村内の企業と
農家の有志が胡蝶蘭を栽培しています。東北や
首都圏を中心とした市場に出荷しています。

55 テラス石森 A-3

廃校を活用したテレワークセンターです。サテ
ライトオフィスやコワーキングスペース、人・企
業・地域の交流の場として幅広く活用すること
で、新たなビジネス・雇用・職業の創出、働き方
改革、学び・交流・情報発信の拠点を目指します。

56 A-Plus （ファーム&ファクトリー田村） B-3

最新鋭の設備を擁した大規模な完全閉鎖型植
物工場でレタスを生産しています。工場には世
界初となる自動搬送設備や自動化設備、太陽光
発電施設等が導入され、カップサラダを生産で
きる加工施設も備わっています。

57 ホップガーデンブルワリー B-3

ホップ栽培から手がけるクラフトビール醸造所
です。生産、製造、販売を一連で行う６次産業化
に取り組むとともに、０次産業化（廃棄する酒や
麦芽かすの再活用）のサイクルを通じて、持続
可能な循環型コミュニティの実現を目指します。

58 田村市サツマイモ貯蔵施設　 A-4

サツマイモ生産振興を目的に田村市が整備し、
JA福島さくらが管理運営する施設です。サツマ
イモの貯蔵性を高めるキュアリング処理設備と
サツマイモに適した温湿度管理が可能な貯蔵
設備を備えた施設です。

59 田村バイオマス発電所 A-4

県産木材（間伐材等）を燃料とする出力7.1 
MWの木質バイオマス発電所です。㈱田村バ
イオマスエナジーが運営し、エネルギーの地産
地消を通じて県内の林業振興貢献を目指して
います。

60 かわうちワイン B-3

ワイン用ブドウ苗木は現在約12,000本あり、
見晴らしのいい場所に立つワイナリーとブド
ウ畑は、川内村の新たなシンボルとなってい
ます。おいしいワインを通じて川内村の新た
な魅力の発信を行っています。

61 遠藤きのこ園 B-4

年間20万個の菌床を製造しています。菌床を
管理するハウスではミストを自動噴霧し、温度・
湿度を細かく調整することにより、肉厚で軸の
太いシイタケを独自ブランド「ひたむき椎茸」と
して出荷しています。

62 KiMiDoRi B-4

LEDや蛍光灯の光と炭酸ガス（CO₂）により光合
成を促し、培養液から栄養を与え、リーフレタス
などを栽培しています。

63 JAEA廃炉環境国際共同研究センター C-4

福島第一原子力発電所の廃止措置を推進する
ため、国内外の大学、研究機関、産業界等の人
材が交流できるネットワークを形成しつつ、産
学官による研究開発と人材育成を一体的に進
める体制を構築しています。

64 とみおかアーカイブ・ミュージアム C-4

富岡町を中心に地域の歴史とその特長を伝え
るとともに、地域の運命を変えた震災と原子力
災害を歴史の大きな「１ページ」として継承し、
富岡町の経験を将来に、世界に発信します。

65 ふたば医療センター附属病院 C-4

福島県立医科大学の協力により、地域に必要な
救急医療・在宅医療・健康増進支援などを提供
しています。住民や復興事業従事者の方々の安
心を医療面から支えています。

66 東京電力廃炉資料館 C-4

富岡町中心部にある資料館です。原発事故の
事実と廃炉事業の現状などが確認できます。

67 さくらモールとみおか C-4

公設民営の複合商業施設です。ホームセンター、
スーパーマーケット、ドラッグストア、飲食店等
があります。同敷地内には子育て支援の拠点施
設である富岡町地域交流館「富岡わんぱくパー
ク」もあります。

68 とみおかワーキングベース C-4

コワーキングスペース、個室、会議室等を備え
るサテライトオフィス。富岡町及び双葉郡に関
心を持たれている企業やスタートアップ、大学
等が連携して新しい産業を創出する拠点です。
地域課題をオープンイノベーションで解決する
アクセラレータプログラムも実施します。

69 リプルンふくしま C-4

環境省が所掌する特定廃棄物埋立処分事業の
情報館です。放射性物質に汚染された廃棄物の
埋立処分について分かりやすく学べる体験型
の施設です。

70 東京電力福島第二原子力発電所 C-4

東日本大震災発生時、津波によって大きな損害
を受けながらも、炉心溶融事故を免れた原子力
発電所です。現在は、廃炉に向けた各作業が進
められています。

71 笑ふるタウンならは C-4

楢葉町の復興拠点として、交流館、商店街、災害
公営住宅、診療所が集約されたエリアです。楢
葉町における再生可能エネルギーを活用した

「災害に強く持続可能な低炭素なまちづくり」の
実証拠点でもあります。

72 楢葉町カントリーエレベーター C-4

楢葉町が整備し、JAが運営している施設です。籾
（もみ）の乾燥から精選、貯蔵、籾すり、袋詰めな
どを一貫して行います。町内の農家が持ち込ん
だ籾を約1,000t保管でき、併設の自動ラック式
米農業用低温倉庫では玄米を約600t保管でき
ます。

73 楢葉町特産品開発センター C-4

楢葉町の新たな６次化施設「楢葉町特産品開発
センター」では、地元農産物を活用した付加価
値の高い特産品開発や商品化、生産から加工、
さらには販売へと一体的な６次産業化に向けて、
魅力ある商品開発を進め、特産品を通した町の
魅力発信の拠点となります。

74 楢葉町甘藷貯蔵施設 C-4

楢葉町が整備し、（株）福島しろはとファームが
運営している施設です。甘藷の長期保存が可能
となるキュアリング室や最大1,260ｔの甘藷貯
蔵庫を配備した国内最大級の施設となっていま
す。

75 道の駅ならは C-4

国道６号線沿いにある道の駅です。楢葉町の特
産物を中心にお土産などを豊富に取りそろえて
います。２階には天然温泉やコワーキングス
ペースがあり、旅の疲れを癒したり、お仕事など
にもつかえます。また、Wi-Fiや電源、水道を完
備したRVパークとEV急速充電器も併設してい
ます。

76 JAEA楢葉遠隔技術開発センター C-4

福島第一原子力発電所の廃炉作業に必要な遠
隔操作機器（ロボット等）の開発・実証試験を行
う施設です。一般産業用ロボット等の試験にも
利用できるほか、講演会・会議等を開催すること
もできます。

77 Jヴィレッジ C-4

サッカー日本代表が利用することでも知られる
ナショナルトレーニングセンターです。様々な
スポーツの大会や合宿、イベントなどが開催さ
れています。レストラン、ホテル、フィットネスジ
ム、売店なども併設しており、一般のお客さまの
利用も可能です。

78 広野IGCCパワー合同会社 C-4

日本初のIGCC（石炭ガス化複合発電・543 
MW）商用設備です。石炭をガス化し、ガスター
ビン・蒸気タービンを組み合わせて発電するこ
とで、従来型石炭火力と比較し高効率かつCO₂
排出量低減（約15%）を実現しました。

79トロピカルフルーツミュージアム C-4

町の新しい特産品となるよう希少な国産バナナ
など南国フルーツを栽培しています。土日も販
売しています。

80 ワンダーファーム C-5

「五感を耕す。農と食の体験ファーム」をコンセ
プトにしたトマトのテーマパークです。トマトの
収穫体験や様々なトマト料理を堪能できるレス
トランが人気です。

81 道の駅よつくら港 C-5

四倉漁港のそばに立つ道の駅です。１階は地元
の物産品や土産品などの販売コーナー、２階は
太平洋を眺めながら食事ができるフードコート
となっています。

82 いわき震災伝承みらい館 C-6

東日本大震災で津波の大きな被害を受けた場
所にある施設です。複合災害の状況から復興に
向けた様子を時系列に展示しています。災害を
体験した震災語り部による講話も土・日・祝日に
開催しています。

83 福島県水産海洋研究センター C-6

福島県の水産業復興・再生に向け、放射能研究
棟を備えた研究施設です。福島県沖合の魚介
類の資源動向調査や、東日本大震災以降実施し
ている放射線モニタリング検査を踏まえた県産
魚介類の安全性を発信しています。

84 勿来IGCCパワー合同会社 B-6

日本初のIGCC（石炭ガス化複合発電・525 
MW）商用設備です。石炭をガス化し、ガスター
ビン・蒸気タービンを組み合わせて発電するこ
とで、従来型石炭火力と比較し高効率かつCO₂
排出量低減（約15％）を実現しました。

85 道の駅いわき・ら・ら・ミュウ C-6

お土産品、農産品生産者の野菜、果物、加工品
のコーナーに分かれ、福島県を代表する商品を
販売しています。施設外部に24時間利用可能な
トイレやベビーコーナー、授乳室を設置してい
ます。外部トイレに隣接する情報提供コーナー
には、県内の地図のポスターやパンフレットが
あります。
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企画政策課政策推進係
相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地

0244-62-2112� 営 8：30～17：15
休業日：土・日・祝日および年末年始

相
馬
市

企画政策課内　そうま移住定住総合窓口
相馬市中村字北町63番地の３　市役所庁舎３階

0244-32-1337� 営 8：30～17：15
休業日：火および年末年始　参照：https://minamisoma-yorimichi.jp/

南
相
馬
市

みなみそうま移住相談窓口よりみち
南相馬市原町区旭町1-46-４　２階西

0244-26-8518� 営 10：00～17：00
休業日：火および年末年始

飯
舘
村

いいたて移住サポートセンター ３ど°
相馬郡飯舘村伊丹沢字伊丹沢578-1

0244-68-2850� 営 10：00～17：00
休業日：土・日・祝日は要事前予約

川
俣
町

川俣町移住・定住相談支援センター
伊達郡川俣町字五百田30　川俣町役場西分庁舎１階

050-3117-2275� 営 8：30～17：15
時間外・土・日・祝日は要事前予約

浪
江
町

浪江町役場企画財政課移住推進係
浪江町大字幾世橋字六反田7-2

0240-23-5764� 営 8：30～17：15
休業日：土・日・祝日および年末年始

双
葉
町

双葉町移住定住相談センター
双葉郡双葉町大字長塚字町12

080-1752-9353� 営 9：00～17：00
※土日祝日は予約制　休業日：土・日・祝日および年末年始

大
熊
町

大熊町移住定住支援センター
双葉郡大熊町大字下野上字清水307-1

0240-23-7103� 営 9：00～17：45
休業日：日・祝日

葛
尾
村

葛尾村移住・定住支援センター
双葉郡葛尾村大字落合字落合20番地1

0240-23-7727� 営 9：00～17：00
休業日：月（月曜日が祝日の場合は火）および年末年始

田
村
市

田村サポートセンター
田村市船引町石森字舘108

050-5526-4583� 営 10：00～19：00
休業日：月・年末年始

川
内
村

川内村移住・定住支援センター
双葉郡川内村大字上川内字町分282-6

0240-23-7040� 営 8：30～17：15
休業日：土・日・祝日および年末年始

富
岡
町

とみおかくらし情報館
双葉郡富岡町大字小浜字中央338

0240-23-6983� 営 10：00～17：00
休館日：年末年始、GW、お盆、メンテナンス日等（休館日はHPをご確認ください）

楢
葉
町

楢葉町移住相談窓口
双葉郡楢葉町大字下小塙字久保田63-3
楢葉町地域活動拠点施設まざらっせ内

0240-23-6271� 営 9：00～17：00
休館：毎月第２・第４水曜日　休業日：日・祝および年末年始

広
野
町

広野暮らし相談窓口「りんくひろの」
双葉郡広野町大字下北迫字苗代替35
広野町役場　復興企画課内

0240-27-1251� 営 8：30～17：15
休業日：土・日・祝日および年末年始

い
わ
き
市

IWAKI ふるさと誘致センター
いわき市平字梅本21　
いわき市役所　いわきとつながる課内

0246-22-7551� 営 8：30～17：15
休業日：土・日・祝日および年末年始

移住相談窓口
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